
 
 

 
 

二世帯住宅研究所では、「親子同居の気兼ねや気苦労、快適な同居のための気配り」という

課題で川柳を募集しておりました。投稿ありがとうございました。 

過去の作品集から以前募集したときの応募作の一部をご紹介します。 

 

 

 
 

 
 

味付けが 

濃いと言えずに 

お茶を飲み

 おすそ分け 

お返しもらって 

好み知る
 

濃い、薄い 

ぐつぐつ煮える 

台所 

窓越しに 

昼寝みつかり 

風邪のふり 
 

夕食後 

居座る姑に 

風呂勧め 

てんやもの 

とるにとれない 

嫁の意地 
 

詠人：吉光  詠人：やどかりんぼ 

二世帯の 

いざこざ治めた 

小さな子 

孫はツリー 

じぃじしめ縄 

準備する 
 

詠人：たかさま  詠人：デメちゃん 

去年今年（こぞことし） 

二世帯続く 

慶びぞ 

おはようと 

ありがとかよう 

まるい家 
  



詠人：たかさま  詠人：夢邸 

二世帯で 

おせち分担 

福招く 

鎹が 

巣立ち会話に 

釘をさす 
 

詠人：よし獲  詠人：剛毅 

二世帯も 

食事は一緒 

大家族 

食べ物の 

大事さ子供 

目にしみる 
 

詠人：ヒーロー  詠人：よし獲 

結婚し 

嫁が来てから 

にぎやかだ 

焼き芋で 

二世帯絆 

食べ結ぶ 
 

詠人：ヒーロー  詠人：得能義孝 

ああ地デジ 

祖父母に笑顔 

もたらした 

ピカピカの 

老人小学 

一年生 
 

詠人：すふぃんくす  詠人： 

二世帯に 

なって味わう 

冷めぬ距離 

三枚に 

下ろしてあげて 

さあどうぞ 
 

詠人：あろ葉  詠人：奴だこ 

二世帯を 

ネコは気ままに 

行き来する 

朝食に 

味噌汁トースト 

嫁は出し 
  

詠人：橋立ちほ  詠人：春爺 

二世帯に 

変えたらむしろ 

行き来増え 

ぬか床を 

秘伝のままで 

嫁にやる 

  



 
 

 

デパート帰り 

玄関ひとつに 

難所あり 

「いってきます」 

行くも残るも 

羽のばす 
 

玄関は 

あっち向いてほいの 

孫の靴 

げんかんの 

くつなおしてる 

おかあさん 
 

通販は 

必ず義父（ちち）に 

受け取られ 

 

 

詠人：ぽこ子  詠人：長寿猫の母 

じゃじゃ馬も 

深夜帰宅は 

猫の足 

月一度 

泊まりで出掛け 

感謝され 
 

詠人：たかさま  詠人：たかさま 

紅葉狩り 

紅葉のような 

孫の手と 

子や孫の 

運動会で 

盛り上がる 
 

詠人：すふぃんくす  詠人：春爺 

声掛けて 

二階の母と 

子の応援 

二世帯が 

ワンボックスで 

バス気分 
 

詠人：春爺  詠人：夢邸 

二世帯の 

応援で勝つ 

運動会 

体育祭 

二世帯皆で 

昼弁当 

  



 
 

 

毎夜ごと 

譲り合ううち 

冷める風呂 

終（しま）い湯の 

ぬるさがいつか 

くせになり 
 

風呂出たが 

嫁が来たので 

カクレンボ 

ボディブラシ 

風呂そうじに 

使われて 
 

二世帯は 

朝のトイレの 

順を待ち 

 

 

詠人：井口堂のロバ  詠人：ヒーロー 

夜半の月 

風呂を流して 

主婦終わる 

風呂入る 

順番ねえ 

誰が先 

  



 
 

 

いつまでも 

元気でいてねと 

孫あずけ 

入れ歯見て 

目玉も出せと 

孫娘 
 

何気なく 

嫁の本音を 

孫が言い 

すきま風 

PKO の 

孫が立つ 
 

詠人：paipai ibuchin  詠人：春爺 

父母と 

ジジイとババアで 

子は育つ 

宿題を 

孫と一緒に 

楽しめる 
 

詠人：だいちゃん  詠人：井口堂のロバ 

パパ仕事 

じぃじになつく 

こども達 

豆まきの 

姑菩薩の 

顔をして 

 

  



 
 

 

実家への 

電話はそっと 

外でかけ 

ラブコール 

声似た親子を 

確かめず 
 

月末に 

親との団欒 

急にふえ 

二世帯で 

二の割り算が 

早くなり 
 

すべり止め 

手すりもいつか 

私用 

 

 

詠人：井口堂のロバ  詠人：井口堂のロバ 

お二階を 

階下の資金 

支えてる 

ママがする 

散髪代を 

切る鋏 
 

詠人：井口堂のロバ  詠人：井口堂のロバ 

ケチケチと 

スイッチの音 

節電家 

キッチリと 

家計簿黒に 

買う工夫 
 

詠人：ヒーロー  詠人：たかさま 

灯油代 

どっちが払う 

にらみ合い 

上下とも 

健康願う 

流星群 
 

詠人：けん  詠人：優 

パンクして 

義父がすぐに 

元通り 

同居し 

掃除の仕方 

ためになる 
 

  



 
 

 

夫婦喧嘩 

上から下へ 

里帰り 

気兼ねなど 

したことないわと 

言う気苦労 
 

長男に 

好きで生まれた 

わけでなし 

好きですよ 

息子が好きに 

なった人 
 

猫舌に 

二階のスープ 

熱すぎて 

平行線 

仲良く並んで 

行きましょか 
 

詠人：井口堂のロバ  詠人：あけみかあさん 

階段も 

けんかの後は 

しゃべらない 

「聞き飽きた」 

わが母になら 

言えるのに 
 

詠人：夏多汗戦争 詠人：仕分け人 

婿入り婚 

目指せポジション 

マスオさん 

仕分けされ 

親の領域 

広くなり 
 

詠人：ゆめいろ 詠人：嵐山 

同居日 

気苦労するのに 

数えてる 

二世帯は 

政権交代 

する同居 

 


